
TEAMING UP SCIENCE AND

EDUCATION 

TO SERVE THE PATIENT



2

サイエンス :  研究から始まる…

 …患者利益のための知識共有を図る：エデュケーション



3

サイエンスが教育と交わるところ

カムログファウンデーションは 2006 年、カムログバイオテクノロジー社によって設立されました。

当初からカムログファウンデーションはさまざまな基礎や応用の科学的な研究プロジェクトを支援

し、リサーチアワード（研究表彰）によっても若手の科学者の援助を行い、継続研修やその他の研

修会を促進してきました。その目的とともにカムログファウンデーションは学際的、国際的な専門

家たちが常に知識や情報の共有を促進するネットワークのプラットフォームを確立しています。長

年のインプラントにおける臨床的な経験や徹底した研究がなされた今日でも、インプラント歯科の

分野では多くの疑問や課題が残っています。

ファウンデーションは大学、臨床家、企業そして技工士の密な国際的な協力が、さらに広がる科学

的なインプラントに関する患者からの要求とニーズを解決する基盤となると考えています。サイエ

ンスと教育が協力して、患者に貢献するというファウンデーションの目的を立証することと同様に、

カムログファウンデーションの援助のもとに計画されている活動はこれらの原則を念頭に置いてい

ます。

Yours Sincerely,

Professor Dr Jurgen Becker   Professor Dr Fernando Guerra
カムログファウンデーション会長  カムログファウンデーション副会長
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カムログファウンデーション評議会

カムログファウンデーション評議会  l  助成金申請 奨学金 
                                                                                             インターナショナルエキスパートミーティング 

エデュケーショナルワーキンググループ  l  サイエンティフィックプログラム
                                                                                                       ICC NCC

プロジェクトワーキンググループ 3  l  例）臨床的な提案

プロジェクトワーキンググループ 4  l  例）新しいメディア

プロジェクトワーキンググループ 5

 カムログファウンデーションの組織図
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Dr
Alex Schär（スイス）
Company Councilor

カムログファウンデーションは理事会により戦略と科学的なメインフォーカス、志、および活動か

ら定義された規則に基づき運営されます。また、効率的かつ質の高いサポートを保証するために、

理事メンバーはカムログファウンデーションのすべての活動と連動したさまざまなワーキンググ

ループを作っています。サイエンティフィックワーキンググループは助成金や奨学金の申請に対す

る評価を受け持ち、そしてエデュケーショナルワーキンググループはファウンデーションの主催す

るコングレスや教育活動におけるプログラムの決定を行います。さらなるワーキンググループの追

加も理事会の指揮のもとで設立することができます。

また、エキスパートの方々にはサイエンス、文献、トレーニングおよび卒後研修などの分野におけ

る特別なプロジェクトの参加をお願いすることがあります。

理　事

評 議 員

Professor  Dr 
Jürgen Becker （ドイツ）
President

Professor Dr
Fernando Guerra（ポルトガル）
Vice-President

Professor  Dr 
Mariano Sanz （スペイン）

Professor  Dr 
Frank Schwarz（ドイツ）

Professor  Dr 
Thomas Taylor（アメリカ）

Professor  Dr Dr 　
Hendrik Terheyden（ドイツ）

Professor  Dr Dr 
Wilfried Wagner（ドイツ）



6

患者への貢献

カムログファウンデーションの目的

カムログファウンデーションの目的は　患者の利益のための新しい科学的な知識を開示および創造

することによって、インプラント歯科の進歩に貢献するところにあります。

カムログファウンデーションのミッション

インプラント歯科における新しい情報および関連情報の創造・普及を教育と継続的な研修を通じて

促進していきます。

  ●  有能な若手の科学者および臨床家への支援

  ●  基礎研究および応用研究の分野でのプロジェクト　

  ●  特に臨床研究の分野での大学と産業界との学術的な意見交換

  ●  講義、セミナー、ハンズオンコース、ライブオペ、サージカルパートナーシップ 
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若手サイエンティストの育成

カムログファウンデーション研究賞

2008 年カムログファウンデーションは国際的な研究への賞を設置しました。若手の有能なサイエ

ンティストと科学的な進歩に興味がある臨床家たちが、2 年に一度、カムログファウンデーション

の定義した課題に関連した研究を提出するコンテストに参加できるようになりました。1 位になっ

た参加者は賞金の授与と次回のインターナショナルカムログコングレスでの研究論文の発表の場が

用意されています。

参加者は若手に限り、献身的なサイエンティストで国籍は問いません。　

この研究賞はサイエンティフィック評価委員会のガイドラインに基づき表彰されます。

課題はインターナショナルカムログコングレスの一年前に発表されます。上位 3 つのエントリーに

対して賞金が授与されます。

カムログファウンデーション研究賞およびそのプロセスに関する詳細はカムログファウンデーショ
ンのホームページを参照してください。
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申請書の提出
サイエンティフィック
グループおよび専門家に
よる評価

必要事項の
再確認 結果連絡

受付最終日
5月15日/11月30日

通知日
8月15日/2月15日

10,000ユーロまでの助成および30,000ユーロまでのカムログの
マテリアルの申請は随時受け付けます

期日なし 提出3か月後に通知します

サイエンス：研究から始まる  

助成金

我々は日々の生活の中で常に変化と新しいチャレンジに直面しています ―  それはサイエンスにも

言えることです。最新の知識やテクノロジーに追いついていくためにカムログファウンデーション

はインプラント歯科の分野における研究プロジェクトや研究論文を経済的に援助しています。これ

らの研究が新しい治療コンセプトの実践、プロセスの発展や患者の利益のための製品づくりに結果

をもたらしてくれます。

申請と審査のプロセス
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助成研究プロジェクトの累積数

出版物について

イノベーション（新しいアイデア）は研究とリンクし、研究結果の発表は科学活動に於いて必要不

可欠な要素です。カムログファウンデーションはプロジェクトの発表や論文審査のある専門誌の文

献発表を奨励します。

また、正確かつアップデートされた関連出版物のデータを維持していくため、著者はカムログファ

ウンデーション宛に文献の送付してください。
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エデュケーション：患者の利益のための情報共有

教育はインプラント歯科分野が進展していくための鍵の一つです。それ故に、我々はカムログファ

ウンデーションの研究の促進に加えて、二つ目に重要な役割にとして知識の伝搬を考えます。

カムログファウンデーションが開催する講演、セミナーやハンズオンコースでは下記の 3 つの要素

の取得に応じたプログラムを用意しています。

 ●  認知 - 自己の認識

 ●  知識 - 新たな知識

 ●  変革 - 新たなステップへ

この構成によって、カムログファウンデーションはさまざまなニーズや必要性を特定することがで

き、参加者が一番恩恵を受ける円滑な教育システムを確立しています。

インターナショナルカムログコングレス

2006 年にスタートしたインターナショナルカムログコングレス (ICC）は、成功例のひとつになっ

ています。 ICC のプログラムはインプラント歯科における最新の講演のみならず演者と聴講者間の

掘り下げたディスカッションも含まれます。最新のトピックをカバーした理論的および実用的なセ

ミナーも用意され、完璧なプログラムになっており、初回からこのコングレスは世界中から数々の

専門家の心をひきつけるものとなりました。
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ナショナルカムログコングレス

ナショナルカムログコングレス（NCC）はインターナショナルコングレスと同様の構成をしていま

すが、国単位での開催と主に国内演者および国別の研究や臨床例がフォーカスされます。

参加者は若手に限り、献身的なサイエンティストで国籍は問いません。　

この研究賞はサイエンティフィック評価委員会のガイドラインに基づき表彰されます。

カムログアカデミーの活動

すでにいくつかの国々ではナショナルアカデミーが活動を始めています。

ナショナルアカデミーは国単位の活動基盤、すなわち各国内でのトレンドやインプラントに関する

要件や最新のトピックを専門家たちが討論できる機会の提供を主に行います。故にナショナルアカ

デミーの活動はカムログファウンデーションの世界的な参加者に向けたコングレスを補足する役割

を果たしています。

カムログアカデミージャパンの活動や詳細に関しては、運営事務局までお問合せ下さい。



CAMLOG Foundation l Margarethenstrasse 38 l CH-4053 Basel l Switzerland
Phone +41 61 565 41 00 l Fax +41 61 565 41 01 l info@camlogfoundation.org l www.camlogfoundation.org

カムログアカデミージャパン運営事務局 l ( 株式会社アルタデント内） l 〒530-0012 大阪市北区芝田 2-8-31 第三東洋ビル 2F
Phone 06 6377 2221 l Fax 06 6377 2223 l info@alta-dent.com l www.alta-dent.com/menu09/
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